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“Sit down and be quiet”シグナルの発見 

―パラアミノ安息香酸による歯周病菌の制御―   久保庭　雅　恵（他 2名） 1
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下顎埋伏智歯抜歯時において 

歯根の組織内迷入を認めた 3症例に関する臨床的検討   小　倉　　　秀（他 6名） 5
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表紙のことば インプラントと可撤性義歯の併用（インプラントオーバーデンチャー）によ
り義歯による粘膜部の疼痛軽減や咀嚼能率の向上、咬合力の増加、さらに
患者満足度の向上などが得られます。この様な利点や手術侵襲が少ないこと
から、高齢者でその適応が増えています。
一方で長期的な安定を達成するには、義歯形態や補強構造、アタッチメント
など、補綴主導で緻密に治療計画を立案する必要があり、これら設計に
CAD/CAM技術が、近年利用されるようになりました。
今後、個々の口腔環境を考慮した診断や設計ができるよう研究を進めています。
� （歯科補綴学第二教室）




